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宮沢高たなか
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とはなりえなかった 。

についてタえア

僚チャルマlズ・
ジョンソ

経許の引状をめぐ
愛抑制の

の投刊な
不決断の
限界
多街
目されたが 、
それへの武藤

以上
の論点のほかに、
注
（なかじま・みねお
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いう感じでした 。
奥様がやさ

しく聞をとりなしてくだ
さる

ので、
硬くなっていた私も娘

もよくお話
できました」
とあ

り 、
話はまとまらなかったけ

れども 、
後々
まで「お手紙」

によ
る励ましを頂いたと
認さ

れて、
「奥様のご逝去を知

り 、
他人の一
少女に、
心をか

けてくださった先生と
奥様の

温

かさを忘れることはできま

せん 。
心から
ごめい福をお

祈りします」
と結ぼれてい

る 。世帯しく寄せられた
応募の手

紙のすべてに、
私は 、
断り

や 、
而胞の
平和や、

面持後の

挨拶などをた
て続けに占いた

こと
手琵えている 。
先生から

の「お手紙」
は 、
あるいは私

の
代錯のものであったかもし

れない 。
（いぷさ・かずこ

者）

元
編集

退院後の銀
座東急ホテル滞在

中 、
何人かの

隣接哀呼んで

お会いになった 。
ただ 、
勤務

地が熱海なのと、
仕恨の内容

の詳細と
志出者の忠わくと

が合わない 、
というようなこ

とから 、
縁のなかった人が大

半であったように覚えてい

る 。「明日新聞」
の「何回」
側

（平成二
一年二月六日付）
に、

同年二月一
回

の撃奥様の死

去
を悼む 、
W
大ヤんとい
う七十

一一
環
の女性の
投稿が
拘雌され

た。
wさんの、
当時高校二年

生の
娘さんが 、

週刊誌の「家

引手伝い
移出の
記明」
に
応酵

し、
wt忌で

先生夫苫に舎つこ

とになって、
wさんも付いて

行った 、
とあるから 、
それは

この東急ホテル滞在中のこと

であったに迎いない 。
ここに

は続けて、
「先生は奥様に甘

える好々
爺（こうこうや）
と
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